
蚊
の
発
生
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　
蚊
に
刺
さ
れ
る
と
、
か
ゆ
い

な
ど
不
快
に
感
じ
る
だ
け
で
な

く
、
発
熱
や
発
疹
な
ど
を
主
症

状
と
す
る
デ
ン
グ
熱
な
ど
の
感

染
症
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症
は

海
外
（
特
に
熱
帯
や
亜
熱
帯
）

で
多
く
発
生
し
ま
す
が
、
国
内

で
の
発
生
報
告
も
あ
り
、
普
段

か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。
蚊
の

多
い
場
所
に
行
く
と
き
は
、
肌

の
露
出
を
少
な
く
し
、
必
要
に

応
じ
て
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な

ど
の
忌
避
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、蚊
は
、ボ
ウ
フ
ラ（
蚊

の
幼
虫
）
の
発
生
源
と
な
る
水

た
ま
り
が
あ
る
と
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
家
の
周
り
を
定

期
的
に
点
検
し
、
次
の
よ
う
な

場
所
に
不
要
な
水
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
鉢
植
え
の
受
け
皿
。

▽
雨
ざ
ら
し
の
バ
ケ
ツ
や
ジ
ョ

ウ
ロ
。

▽
古
タ
イ
ヤ
や
空
き
缶
。

▽
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
雨

よ
け
シ
ー
ト
。

▽
詰
ま
っ
た
雨
ど
い
。

問
生
活
衛
生
課
☎（
626
）１
１
０

８
剪せ

ん
定て

い
枝
チ
ッ
プ
の

配
布
を
開
始
し
ま
す

　
市
で
は
、
焼
却
ご
み
を
さ
ら

に
減
量
化
・
資
源
化
す
る
た
め
、

家
庭
で
発
生
す
る
剪
定
枝
の
一

部
を
チ
ッ
プ
化
し
無
料
で
配
布

し
ま
す
。
チ
ッ
プ
は
、
庭
な
ど

に
敷
き
防
草
対
策
と
し
て
の
活

用
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
南
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
ま

れ
た
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
ま

す
の
で
、
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

の
剪
定
枝
の
搬
入
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▽
配
布
期
間　
５
月
18
日
～
７

月
31
日
。

▽
搬
入
・
配
布
場
所　
南
清
掃

セ
ン
タ
ー
（
屋
板
町
）。

▽
配
布
方
法　
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

ス
コ
ッ
プ
持
参
。
一
人
軽
ト
ラ

ッ
ク
１
台
分
ま
で
。
量
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
、
配
布

場
所
に
直
接
取
り
に
来
ら
れ
る

人
。

▽
そ
の
他　
剪
定
枝
の
搬
入
な

ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ご
み
減
量
課
☎（
632
）２
４
１

５
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト

各
種
自
然
体
験

1
サ
ツ
マ
イ
モ
づ
く
り
体
験

▽
会
場
・
期
日　
鶴
田
沼
緑
地

（
鶴
田
町
）
＝
５
月
17
日
、
８

月
16
日
、
10
月
18
日
。
海
道
小

北
樹
林
地
（
海
道
町
）
＝
５
月

23
日
、
７
月
25
日
、
10
月
24
日
。

各
全
３
回
。

▽
内
容　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え

付
け
・
つ
る
返
し
・
収
穫
な
ど
。

▽
定
員　
鶴
田
沼
緑
地
会
場
＝

先
着
30
人
。
海
道
小
北
樹
林
地

会
場
＝
先
着
20
人
。

2
落
花
生
の
種
ま
き
か
ら
収
穫

ま
で
を
体
験

▽
期
日
・
内
容　
①
５
月
17
日

（
日
）＝
種
ま
き
②
９
月
20
日

（
日
）＝
収
穫
。
午
前
９
時
～
正

午
。

▽
会
場　
鶴
田
沼
緑
地
。

▽
定
員　
先
着
30
人
。

■
費
用　
1
600
円
2
400
円
（
保

険
料
な
ど
）。
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ス
ト
う
つ
の
み
や
年
会
員
お
よ

び
小
学
生
以
下
は
無
料
。

■
申
込　
５
月
７
日
か
ら
、
電

話
で
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
う

つ
の
み
や
事
務
局
（
緑
の
ま
ち

住
ま
い

■ 5月の募集概要
▽受付日時　5 月 12 日まで、午
前 9時～午後 5時。
▽受付会場　住宅課（市役所9階）。
▽抽選日　5月 18日（月）。
▽募集住宅の公表　市 、住宅課、
各 ・ ・ に置いてある「市営
住宅空家募集」（4月 24 日発行）
をご覧ください。
■その他　入居申し込み資格・申
し込み方法・募集住宅など、詳し
くは、「入居申込案内」、「市営住
宅空家募集（原則、募集月の前月
25日発行）」、市 をご覧ください。
問住宅課☎（632）2553

市営住宅は毎月入居者を募集しています

■現地販売会
▽日時　5月3日（日・祝）午前
10時～午後 3時。
▽会場　篠井ニュータウン現地販
売センター（下小池町）。
■特別販売区画
金　額 番号 道路 面積（㎡） 備　　　考

533万円 10-13 南 251.28 日当たり良好
の76坪

435万円 20-2 東・西 229.91 69.5 坪の商業
用地

■他にも商業用地があります　店舗および店舗
併用住宅が建築可能な9区画も同時分譲中です。
問市土地開発公社☎（632）2174、 http://
www.shinoi.com

▲携帯サイトＱＲコード

2物件を特別販売
篠井ニュータウン分譲中

ふ
れ

あい
ひまわりタウ

ン

篠井ニュータウン篠井ニュータウン

◎全国ごみ不法投棄監視ウイーク ｢不法投棄をしない・させない・許さない｣　5月 30日（ごみゼロの日）
～ 6月 5日（環境の日）は、全国ごみ不法投棄監視ウイークです。不法投棄の未然防止には、地域の皆
さんの監視活動が効果的です。「不法投棄をしない・させない・許さない」意識を持ち、不法投棄をしに
くい環境づくりにご協力ください。不法投棄を発見・目撃した場合は、電話またはファクスで、廃棄物対
策課☎（632）2929、 （633）4323 へ。

環
　
境
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づ
く
り
課
内
）
☎（
632
）２
５
５

９
へ
。

■
そ
の
他　
雨
天
の
場
合
は
現

地
で
開
催
の
可
否
を
決
定
。
収

穫
物
は
実
費
で
お
分
け
し
ま
す
。

出
生
・
住
宅
新
築

記
念
樹
を

差
し
上
げ
ま
す

1
出
生
記
念
樹

▽
対
象　
出
生
で
新
た
に
市
民

に
な
っ
た
人
。

▽
申
込　
市
民
課
（
市
役
所
１

階
）、
各
・
・
で
出
生
届

提
出
時
に
、「
出
生
記
念
樹
引

換
券
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。
な

お
、
平
成
27
年
４
月
に
出
生
届

を
提
出
し
た
人
は
、
後
日
、
券

を
送
付
し
ま
す
。

2
住
宅
新
築
記
念
樹

▽
対
象　
市
内
に
住
宅
を
新
築

ま
た
は
購
入
し
た
人
。

▽
申
込　
資
産
税
課
職
員
が
固

定
資
産
税
の
税
額
の
算
出
の
た

め
に
家
屋
調
査
を
す
る
際
、「
住

宅
新
築
記
念
樹
引
換
券
」
を
お

渡
し
し
ま
す
。

■
配
布
本
数　
１
本
（
11
種
類

の
苗
木
よ
り
選
択
）。

■
そ
の
他　
平
成
28
年
３
月
末

ま
で
に
、
指
定
の
場
所
で
引
き

換
え
て
く
だ
さ
い
。

問
緑
の
ま
ち
づ
く
り
課
☎（
632
）

２
５
９
７

市
緑
の
相
談
所
で

緑
化
講
習
会

1
ユ
リ
を
楽
し
む

▽
期
日　
５
月
24
日（
日
）。

2
初
夏
の
庭
木
の
手
入
れ

▽
期
日　
５
月
27
日（
水
）。

3
家
庭
菜
園
の
作
り
方
　
病
害

虫
防
除

▽
期
日　
６
月
６
日（
土
）。

4
バ
ラ
の
鉢
植
え
と
管
理

▽
期
日　
６
月
14
日（
日
）。

5
庭
木
の
整
枝
と
剪
定

▽
期
日　
６
月
20
日（
土
）。

■
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
。

■
会
場　
市
緑
の
相
談
所
（
平

出
工
業
団
地
公
園
内
）。

■
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
人
。

■
定
員　
1
～
3
5
各
先
着
40

人
4
先
着
30
人
。

■
費
用　
4
１
５
０
０
円
（
材

料
費
）。

■
申
込　
５
月
３
日
か
ら
、
電

話
で
、
市
緑
の
相
談
所
へ
。

■
そ
の
他　
身
近
な

や
集
会

所
な
ど
で
開
催
す
る
緑
化
講
習

会
へ
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
緑
の
相
談
所
☎（
662
）５
８

１
３

◎応急手当講習会　▽日時・会場　5月 10日（日）＝南消防署、6月 14日（日）＝東消防署、7月 12日（日）
＝西消防署、8月 9日（日）＝南消防署。午前 9時～正午▽内容　心肺蘇生法、AED（自動体外式除細動器）
使用法などの普通救命講習。再講習可。テキストは市 で確認可▽定員　各先着 30人▽申込　開催日 3
カ月前から、電話で、各会場へ。問南消防署☎（653）0119、西消防署☎（647）0119、東消防署☎（663）
0119

春の交通安全運動
■5月11～ 20日は春の交通安全市民総ぐるみ運動
▽運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止▽運動
の重点　①自転車の安全利用の推進（特に、自転車安
全利用五則の周知徹底）②全ての座席のシートベルト
とチャイルドシートの正しい着用の徹底③飲酒運転の
根絶④スピードダウン運動の推進。
■春の交通安全県民総ぐるみ運動オープニングセレモ
ニー
▽日時　5月 8日（金）午前 11時～ 11時 40分▽会場
　オリオンスクエア▽内容　交通安全宣言などの式
典、松ヶ峰幼稚園の園児による合唱など。
■子どもや高齢者を交通事故から守りましょう　子ど
もは、興味のあるものを見つけると、夢中になって周
囲の状況が目に入らなくなり、車などへの注意がおろ
そかになってしまうことがあります。保護者は、子ど
もから目を離さず、子どもが急な飛び出しなどをしな
いよう十分注意しましょう。
　運転者は、子どもや高齢者を見掛けたら、減速して
その動きに細心の注意を払うなど、「子どもや高齢者
に優しい 3S（スリーエス）運動」を実践し、思いや
りのある運転と交通事故防止に努めましょう。
■自転車安全利用五則　自転車に乗るときは、交通ル
ールを守り、安全に利用しましょう。また、歩行者や
ドライバーも、自転車の交通ルールを知ることで、交
通事故を予防するようにしましょう。①自転車は、車
道が原則、歩道は例外②車道は左側を通行③歩道は歩
行者優先で、車道寄りを徐行④安全ルールを守る▽飲
酒運転・二人乗り・並進の禁止▽夜間はライトを点灯
▽交差点での信号遵守と一時停止・安全確認⑤子ども
はヘルメットを着用（高齢者のヘルメット着用も推奨
しています）。
■自転車利用者のための任意保険など　自転車の交通
事故の中には、自転車利用者が加害者となり、高額な
賠償金を請求される場合があります。万が一の場合に
備え、任意保険に加入することが大切です。自転車利
用者のための任意保険には、自転車安全整備店で取り
扱っている「TSマーク付帯保険」などがあります。

また、すでに加入している自動車保険や火災保険の特
約で、自転車の事故に対応できるものもありますので、
加入している保険会社に確認してみましょう。
■シートベルト・チャイルドシートを着用しましょう
シートベルトは、命を守るベルトです。自動車に乗

るときは必ずシートベルトを着用し、安全運転を心掛
けましょう。６歳未満の幼児を自動車に乗せる場合は、
チャイルドシートの着用が義務付けられています。乗
車する子どもの体格に合わせたものを選び、座席にし
っかり固定し、正しく着用しましょう。
■飲酒運転は絶対にしない・させない　飲酒運転は、
悲惨な重大事故を引き起こす悪質な犯罪行為です。市
では、「飲酒運転根絶GR（グリーンレッド）リボン」
を推進しています。飲酒運転を「しない・させない」
を徹底しましょう。
■スピードの出しすぎは危険です　スピードの出しす
ぎは、危険の発見が遅れるほか、車の制御が困難にな
ったり衝突時の衝撃が大きくなったりするなど、重大
事故の原因となります。時間と心にゆとりを持ち、道
路状況に応じた安全速度で走行しましょう。特に、住
宅街や通学路などではスピードを控えましょう。
6 月から道路交通法が一部改正されます
　自転車で、信号無視や一時不停止など、特定の危険
行為を過去 3年以内に 2回以上繰り返すと、自転車
運転者講習の受講が命じられます。命令を受けてから
3カ月以内の指定された期間内に受講しないと、5万
円以下の罰金が科せられます。詳しくは、最寄りの警
察署へお問い合わせください。
夜間の交通事故に気をつけましょう

　１月１日～３月 31日に交通事故で６人が亡くなっ
ており、そのうち３件は夜間に発生しています。夜は、
周りが見えにくくなります。ドライバーは安全確認を
徹底するとともに、対向車がない場合はハイビームに
して、歩行者などを早めに視認するようにしましょう。
また、歩行者・自転車利用者が夜外出する際は、明る
い服装や反射材を着用するように心掛けましょう。
問生活安心課☎（632）2264

 住ま
い
・
環
境

安
全
・
交
通
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自
然
の
緑

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

▽
テ
ー
マ　

｢

身
近
な
自
然｣

。

里
山
の
動
植
物
や
雑
木
林
の
美

し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
、

人
が
遊
ん
だ
り
活
動
し
た
り
す

る
姿
な
ど
を
表
現
し
た
も
の
。

▽
応
募
規
定　

１
年
以
内
に
撮

影
し
た
未
発
表
の
も
の
。
Ａ
４

～
四
つ
切
サ
イ
ズ
（
カ
ラ
ー
・

モ
ノ
ク
ロ
問
わ
ず
）。
組
み
写

真
不
可
。
加
工
・
合
成
写
真
不

可
。
人
工
的
な
緑
（
公
園
・
街

路
樹
・
庭
木
な
ど
）
は
対
象
外
。

▽
申
込　
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト

う
つ
の
み
や
事
務
局
（
市
役
所

11
階
・
緑
の
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

・
各
・
・
・
・
・
ま

ち
ぴ
あ
（
元
今
泉
５
丁
目
）・
総

合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
明

保
野
町
）・
岡
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
（
下
岡
本
町
）・
田
原

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
上
田

原
町
）・
市
内
の
フ
ジ
カ
ラ
ー

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
置
い
て
あ

る
応
募
用
紙
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ス
ト
う
つ
の
み
や

http://
green-trust.jp/

か
ら
も
取
り

出
し
可
）
に
、
題
名
・
撮
影
場

所
・
撮
影
年
月
日
・
氏
名
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

年
齢
を
書
き
、
用
紙
を
作
品
の

裏
に
貼
り
付
け
、
５
月
18
日
～

７
月
27
日
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
〒

320‐
8540
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
う

つ
の
み
や
事
務
局
へ
。
市
内
の

フ
ジ
カ
ラ
ー
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
賞　
最
優
秀
賞
１
点
＝
１
万

円
と
賞
状
、
優
秀
賞
５
点
＝

５
０
０
０
円
と
賞
状
、
下
野
新

聞
社
賞
１
点
＝
盾
、
佳
作
若
干

＝
賞
状
。

▽
そ
の
他　
入
賞
作
品
は
後
日
、

デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
応
募
用
紙

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
う
つ
の

み
や
事
務
局
☎（
632
）２
５
５
９

と
ち
ぎ
の
元
気
な

森
づ
く
り

県
民
税
事
業

　
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く

り
県
民
税
」
は
、
大
切
な
森
林

を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
事

業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
税
額　
県
民
税
均
等
割
額
に

加
算
し
、
年
額
700
円
（
法
人
の

場
合
は
、
県
民
税
均
等
割
額
の

７
パ
ー
セ
ン
ト
）。

■
事
業
内
容

▽
奥
山
林
の
整
備（
県
が
実
施
）

荒
廃
し
て
い
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
で
、
間
伐
な
ど
の

整
備
。

▽
里
山
林
の
整
備
（
市
や
森
づ

く
り
団
体
な
ど
が
実
施
）　

人

家
な
ど
の
周
辺
に
あ
っ
て
将
来

ま
で
守
り
残
し
た
い
里
山
林
な

ど
を
整
備
。

▽
森
を
育
む
人
づ
く
り
（
県
と

市
が
実
施
）　

森
づ
く
り
活
動

団
体
へ
の
支
援
や
公
共
施
設
に

お
け
る
木
質
化
な
ど
、
森
や
木

の
良
さ
の
普
及
啓
発
。

問
市
の
事
業
＝
農
林
環
境
整
備

課
☎（
632
）２
４
７
７
、
県
の
事

業
＝
県
東
環
境
森
林
事
務
所
☎

０
２
８
５（
81
）９
０
０
１

環
　
境

◎火事などの災害情報は消防出動情報で　消防出動情報は、電話や携帯サイトでお知らせしています。
119 番は火事や救急などの緊急通報用電話番号です。適正利用にご協力ください。なお、停電時には、
使えない電話があるので、携帯電話や公衆電話から 119 番通報をお願いします。災害情報テレホンサー
ビス（自動音声）☎（624）2441、携帯サイト http://utsunomiya.mwjp.jp/mobile/?page=119。問
消防本部通信指令課☎（625）5599

環境学習センターで各種催し
▽講座名・日時・内容・定員など　下の表の通り▽会場　環境学
習センター他▽申込　往復はがきの往信に講座名・住所・氏名・
電話番号・⑧は希望の時間帯を、返信に郵便番号・住所・氏名・
①⑧は託児希望の有無（生後 2カ月～年長児）を書き、各締め切
り日（消印有効）までに、〒 321‐0126 茂原町 777－1、環境学
習センターへ。はがき 1枚に付き 1人 1講座。複数講座に申し込
み可。ただし、はがき 1枚に付き、③は 2人まで④は 3人まで申
し込み可。定員を超えた場合は公開抽選。定員に満たない時は、
締め切り日の 1週間後の午前 9時から電話でも受け付けます。
問環境学習センター☎（655）6030

講座名 日　　　時 内　　　容 定員・
材料費 締切日

環
　
　
境
　
　
学
　
　
習
　
　
講
　
　
座

①ロングラン
で楽しむハン
ギングバスケ
ット

6 月 13 日（土）午
前 10時～正午

草花や土に触れる
ことの楽しさを学
びながら、ハンギ
ングバスケットを
作る。託児あり

20人
2,000 円

5月
15日

②安心食講座 6 月 18 日（木）午
前10時～午後1時

「見直そう日本の伝
統食」をテーマに、
甘酒を使ったスイ
ーツを作る

20人
1,000 円

③環境大学
「エコ農業と
ちぎ」

6 月 20 日（土）午
前10時～正午

県職員による、地
球温暖化防止・生
物多様性などに着
目した栃木の農業
取り組みについて
の講義

20人

5月
31日

④初夏の渡良
瀬遊水地で生
物多様性を学
ぶ

6 月 20 日（土）午
前 9時～午後 4時

初夏の渡良瀬遊水
地の観察と、講義・
作業体験で生物多
様性を学ぶ。６月
のラムサール条約
の締約国会議参加
者の報告を聞く。
おおむね小学校高
学年以上対象

40人

も
　
っ
　
た
　
い
　
な
　
い
　
講
　
座

⑤純銀粘土で
アクセサリー
つくり

6月2・9・23日、
午前10時～正午。
全 3回

純銀粘土を使い、
ガラス片を乗せて
焼き、アクセサリ
ーを作る

16人
2,060 円

5月
15日

⑥ミニ機織り

６月６日午前10時～
午後３時。６月13・
27日、７月４・11日、
午後１時30分～３
時30分。全５回

ミニ機織り機を使
い、古くなった洋
服などを裂いて、
コースターを織る

16人
2,000 円

⑦植物で染め
てリサイクル
（ビワの葉）

6 月 10・24 日、7
月1・8日。午後1
時 30 分～3時 30
分

胴裏（着物の裏地）
をビワの葉で染め
て、フード付きの
ベストを作る

16人
1,000 円

⑧初めてのコ
サージュ講座
（初心者）

6 月 25 日（木）午
前10時～正午と午
後1時30分～3時
30分の 2回

中心が布のコサー
ジュを作る。託児
あり

各 20人
700 円

24




